文書No. 6-1-2
容器消毒マニュアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．消毒液の作り方
消毒液原液（次亜塩素酸ソーダ濃度10％）を500倍希釈する。
クロール試験紙にて濃度の確認。
２．消毒方法

上記０．０２％次亜塩素酸ナトリウム水溶液に３０分浸漬後、洗浄機にて水洗い及び乾燥
させる。
ポリ容器

水をパン生地用ボックスに満タンにする。次亜塩素酸ナトリウムを上記濃度にて希釈する。
バケツ又はポンプを使用して、上記消毒液を米飯用ポリ容器内に移す。
・・容器大（ＳＰ-15-D）  15リットル、容器小（ＳＰ-10-D）  10リットル・・
消毒液を容器全体に満遍なく浸透させ、30分経過後消毒液をパン生地用ボックスにもどす。
容器は洗浄機で水洗い（水温約20℃）乾燥（約70℃）させる。
容器の蓋

空のパン生地用ボックスに、ポリ容器の蓋を全体に満遍なく入れる。

消毒用ボックス（80リットル）に水を満タンにし、次亜塩素酸ナトリウムを上記濃度に希釈する。ポンプで希釈された消毒液をパン生地用ボックスに移す。
30分経過後、容器の蓋を取り出し洗浄機で水洗い乾燥させる。
· 追記
· 古い薬品は塩素の活性力が低下するので、適宜新しい物に取り替える。

· 空気の換気を十分に行う。酸性の洗浄液との併用は避ける。

· 消毒液を金属部分（台車等）に使用する場合は使用後に水拭きする。

· クロール試験紙・・東洋濾紙（株） ADVANTEC   chlorine25-200ppm

注！

· この資料はNRCより提供いただきました。

· 洗浄機での使用はパイプおよびパッキン類の損傷を招く恐れがあります。

· 対応の一例です。その他の方法については最寄りの保健所等でお尋ねください。
